
 

 

 ゼミ室前に修学旅行の写真が掲示され思い出話に花が咲いていました。何だ

か随分昔のことのようにさえ思えます。私たちは記録として写真や映像を残し

ますが、本当に大切なことはそういったものに映し出されたものより心の中に

ある記憶なのかもしれません。昔、私の子どもの幼稚園の運動会に行ったとき、

我が子の写真やビデオを必死で撮ろうとしている親に向かって幼稚園の先生が

「撮影も結構ですが、どうぞファインダーを通さず生の姿を観てあげてくださ

い！」と呼びかけていたことを思い出します。写真とともに皆さんの心の中に

ある台湾の景色や、友達の表情、言葉を大切に胸に残しておいてくださいね。  
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課題研究 テーマ決定に向けて  

 2 年次総合学習では「日本文化探究」「ディベート」に続き「課題研究」に

向けての取り組みを始めています。先輩方の論文を参考にしながら研究手法を

学んだり、県立図書館の方に論文作成に必要な文献の探し方をご教授いただい

たり、テーマ決定のためにシンキングツールを使って自分の研究課題を決める

ための取り組みを行ってきました。これらの取り組みが皆さんの中に少しでも

残っていっているでしょうか？  

「課題研究」におけるテーマ決定はとても重要です。趣味や目先の興味だ

けに偏っていては客観性の持たせにくいものとなり単なる“作文”や“感想文

“に陥ってしまいます。かといって大きすぎるテーマは高校生にはとても扱い

きれなかったり、施設的（経済的）、技術的・学術的に高校生の域を超えたも

のとなってしまったりして検証不可能となってしまう…これもまた論文作成に

至ることはできないでしょう。興味・関心は勿論、入り口ではありますが現実

的に自分の力で調査、研究、そして結論を導けるものでなくてはなりません。  

例えば「愛とは何か」では大きすぎます。「愛」から「支援」「人や地域を

支える」と置き換え自分の身の回りを見てみる。そこにはどんな問題点があ

り、どんな解決策が考えられるのか、自分たちに提案できることはないか…  

「地球を救う」ことは出来なくても、何か新たに「リサイクル」出来るも

のや効果的な方法がないか…等々。現在、社会が抱える問題を出来るだけ身近

なところから一石を投じることはできないか…。  

 

昔、私が尊敬する大学のゼミの先生が私たちに下さった教えがあります。

それは「創造・研究・決断・実行」です。自分のオリジナリティーに基づいて

創り出した仮説を、研究を重ね、これで行こうと決断し、実践する…という物

事を探究する姿勢だと理解しています。高校生にはそれ故の限界もあります

が、それ故の素直さ、素朴さがあり、大人には成し得ない発想力を秘めている

やもしれません。そんな風に、今一度自分のテーマを考えてみてはどうでしょ

うか。  
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毎年、２年次の数学・理科に興味のある生徒から選抜チームを編成しエン

トリーしている「数学・理科甲子園」という大会があります。今年も 18 期生

6 名の精鋭を募り、Ｔ先生を監督に参戦してもらいました。結果は予選突破で

きず残念でしたが生きた学力を身につける良い機会だったのではないかと思い

ます。メンバーの 1 人に感想を書いてもらいました。  

 

************************************************ 

数学理科甲子園を終えて  

２年２組 Ｍ  

私は 10 月 27 日に数学理科甲子園に参加しました。このイベントは、個人戦

と、団体戦に分かれており、私は団体戦の方で参加しました。兵庫の各地から

様々な高校が参加しており、私は最初に会場に入った時に異様なオーラに背筋

が凍り付きそうになりました。恐らく今まで経験したこともないシチュエーシ

ョンだったからと思います。  

次に問題の形式なのですが、個人戦、団体戦とも 8 問出題され、1 問 6 点の

割合で得点にカウントしていきます。この 2 つの間の違いは、個人戦は自分で

答えを見つけ出すこと、団体戦は 3 人で相談しあって答えを決めることです。

制限時間の中で相談しあって答えを決めることは勘に頼ればいいだろうと思う

人もいるでしょうけれども、普段の授業を皆で解くよりも難しいのです。こん

な簡単な問題となめてかかったら、見事に間違えたのですから。  

結果としては、予選で敗退してしまいましたが、今までの中で 1 つの貴重な

経験になったと思います。これからの学校生活の中で、基本的な原理を本当に

正しいのかという疑いを持つ目、 1 つの分野を多面的に思考する能力、 1 つの

課題に皆で取り組む団結力、それら 3 つを心にとめて、新たな発見や経験をし

ていきたいと思います。  
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日 曜 行    事 備  考

1 土 　　　サタスタ（9時～16時）
2 日
3 月
4 火 　教育相談
5 水
6 木 　　　　12月考査
7 金
8 土 　　　　サタスタ（9時～16時）
9 日
10 月
11 火
12 水 40分×6時間
13 木 40分×6時間
14 金 40分×6時間
15 土
16 日
17 月 50分×4時間
18 火 40分×6時間  　　教育相談
19 水 40分×6時間
20 木 50分×4時間　1,2限　人権ＨＲ　3,4限（5,6限目の授業）

21 金 大掃除・全校集会・年次集会・ＨＲ
22 土
23 日
24 月
25 火 冬季休業（～1/7）
26 水
27 木
28 金
29 土
30 日
31 月

12 月の行事予定 



 

 

＜12 月考査時間割＞  

 

 

1限 2限 3限

12/5（水）
・現代文Ｂ①
・理系現代文Ｂ

・日本史Ａ
・日本史Ｂ①
・理系地理Ｂ①

・数学Ⅱα （80分）
・数学Ⅱβ （80分）
・基礎数学

12/6（木） ・英語Ⅱ
・化学基礎
・化学①

12/7（金） ・保健
・世界史Ａ
・数学Ｂ

・発達と保育
・生活科学

12/10（月）
・古典Ａ
・古典Ｂ①
・理系古典Ｂ①

・物理基礎
・物理①

・科学と人間生活

12/11（火） ・英語表現①
・世界史Ｂ①
・生物①

・数学活用


